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PPTTTT 天
(安全 促 障 質 易 管 理関連 貨物・ PPSYPTTT タ YY

平成 29 年 12 月 26 日

ーー
| 語法乏員敬提 度。

警視 庁 代部 外事 第 一 課
ke 議請

本社大 用 原信式全社らに 対する国有び條還和所反 ( 押
話 本 輸出 ) 被疑 事件につき 、 本 件 半 象人物の失 押伴 の 中 で 、用語「減菌」、

「 狗 菌 」 が 用 いられている と ころ、 他の規制 貨物を含め 同 用 請を 規 重要 件 と レ
-| に 用 いら れて きた法令 政 正 の 変遷に つい て 分 析 した結果 は、 次 の とおり である

| か ら 報告する 。

1 目的

本件 適用 法令 において 、 用 語 「 滅 菌 」、「殺菌」 が 貨物の 規 制 要件に 用 い |
| られて きた注令 性 正 の 変 想を明らか に する ため。

2 適用 法令 等

(1) 外国 為 碁及び外国 質 易 法 (昭和 24 年 12 月 1 日 法律 第 228 号 )

(2) 輸出 錦 易 管理令 (昭和 24 年 12 月 1 日 牙 令 第 378 号 )

(3). 輸出 賀 易管理令別表 第 1 及び外国 為替 令 別表 の 規定に基づき貨物

は技術 を十め る 省令 (平成 8 年 10 月 14 日 通商 産業省 令 第 49 お )
(4) 輸出 名易 管理令の 運用について (輸出 注意 事項 第 62 第 11 与 ・62 名

局第 822 号 昭和 62 年 11 月 6 日 錦 易 局 )

警視 ' 庁



( 供人等続 用

:18 タ分析資料

本件適用 法令で ある 、 BU 1 の 8 の 2 項 が施行になっ
| た 、 平成 5 年 ? 月 19 か ら 現在まで の間 、 RF をちら

. た 、

ー RHO 時リスト (8 下 、|

※ PT
- EC 生き RIO 和則するを |

RCDON Cee am
- を表し た和果 、ーー

ーー 人第る条のが新たに加え られ 、 第 2 項に
第 二 密閉式 の 発計構であっ て 、 次のイか ら へまで の すべ て ! < 談 |.

、 当 する も の ーー |

イ 省略 Sg っ PTYTR [前 の月 を合まな い内定
省略する 。) ・

Pr -

-/ | 警視 店



ツー

(0 徐用約 ) ー ジー
ハー 定置し、 かつ 、表 2 人で Rf の靖を する こ どがで |
きるも の

. 征三 号 吉信和であって、 次のイ か らニまでのすべて 「
に該当 するもの 」

イ 省略
ロ 省略

> 省略

ー 寺臣い かっ 、 たでより 内 和のをす
る と と ができる

第四 クロス ア ローる財用 の装丁であっ て 、 次のイ及び 品 に談 当 |
するも の .
イ 省 星

了ロ 二した拓馬で内部 の革貞 を するこ と が で きる もの
ー 生生 EA 次のイ及び pl に玉間 するも の

ーイ 省略

は 所 es により内 部の破間をする こと が で きるもの
、「曽 」 という用還が それぞれの規定に新た に 用いられ た こと 、|e age 7 sn ナー

基づく 「得有名史 第 1 中 解を 要する時 8 の? 側に は [」|
PR いこと . 0
、 それぞれ着胃 し た 。。 . 個 較 w ぎ |1 洛 a 測は和 油の

ET (改訂 第 4 版 )



(供述 調書等継続用紙 ) .

を 確認した 結果、 輸 出 令 0 について 2
. 条 の 2 第 2 項第 二 号 が 、

希有式の先本振であっ て 、 容量が 100 リッ トル 以上のもの
と下さ れ、「江章 」という用生を含む 他の 規定は削除され た こと が半 |
明 した 。 記 に KE

(3) 平成 6 年 9 月 に季生 きれた 、
9 OO

le DSC

sees (な だい TIN

し OX をすこ PE
es

泣司和き | 省略
と履正 され 、「 は表南」 と いう 用語が

-8 TH 暫 」eSw 過直す |
滅 散又 は殺上をすること が で きる もの

の 解 息と して 、-

物理 的 手法 (例え ば、蒸 気の使用 ) あるいは化学 物質の 使用

警視 庁 |
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He 農泣員画 サ e 誰 (8 調べ S い 症沿き e 双 計 きめ
炎半必中 の座 在 的な 微生物の 貧 能力を 破半 す る こと が で |
きる ものをいう 当座装邊の信和 物の基を休 沿するための

- 浄 奴 理の みが できる ものは信まない 。

時間 X は門」と いうに対するが、

- それぞれ道加にになったことが月し を 。 。 、 人 em
FT ーー 」
cd 人人 )
した株 ーー

- きるもの :.
し 二

第 四号の二 : 省略

ーー Wo っで Ao か 5 へまで oe
- する も の

イ "省略

に 省略 ...

中 章
 |

 |

ョ

しめする こ EE



」 (人 人 等)

TTPST' 介で 内 の計は末 貞 をする こと が で きる ー
もの

等 と 、 作出作 である [共和 ) が寺象 に 加わ り 、
-18 運用通達の 「夫 出 令列表 第 1 中 解を 要する 8 の 2 沿 攻 「減 |

前又は殺菌を する こ とができるもの」 の解に ついては変更 がないこ
と

EDN
(5) OPTOISTES

0 和 (上 1)
し

かもの・ ら (-) に恋当する革 了本に 用いる こーッ
た赤杉であっ て、だ民し た状 仙で内 の計は導商 お で ーー
きる も の

-( 三 ) 省略

ロ 省略 (以下 、( 一 ) から ( 三 ) も 者 略とする 。)

と履正され、「 箇 又 は殺商」と いう 旭語 を 含む 規定 が加わ り 、
:9・ 用肖直 の 「和人外角を要する語 8 の 2 項 机 、 汰 |

区 視 庁 ]



(近作
菌 又 は殺菌を する こ と が e き 6 の の 解択 については 変更がな いこ
っ

が 判明 し た 。 。 "(用 参照

上記ジミら かに ずる た め
語 平大 29 年 ag 付け、本作成にかかる 、誠貞は表 5 電に 開
| - する候球 1 枚 . 「 に・『 ・

| sa 平成 29 年 2 応 24 月付け、ーー
REDELDTCICCRTOEIYT 0
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[8 の 2 項 ]

な
に

HH < 1) [導電
項 、 - 目

3 の 2.
「 輪 出 令

] 記か
時第 2 条 の 8

(1) 東 放の組 の 原 和と し て 用いられる役生物、は送他 で あつ
: て 、 通商産業省令 で 定めるやの

の 炊 に 掲げる 貨物であつ て 、 のの衣 X は盾 いちれる
装置 で あるも のの うち通商 産業 省令で 定める 仕様 のもの

物 東 的 封じ 込めに 用いられる装思
で .
アー
クロ ス フ ローる用 の義
纏結 閉 燥 器 - -
において 苦い 5 人のた めの和
吉子 汰物質 の 昌和の 試験用の装 医 ・ .に

輸出 令別表 第 1 の 3 の 2 の項 (3) の
れか 該当 する も の と する 。

ーー ウイ ルズ ( 和ま ワ クチ ン の 成分で ある も の を 医く 。 う であって 、 アフ リカ
ue エポラウイルス、 黄問ウイ ルス 、 オー エスキー病ウイ | . .

. ルス 、 邊疲ウイルス、狂大 病 ウイルス 、 クリ ーコ ンゴ出血 前 ウイ ルス 、 1
ロウ イルス 、 サル訟ウイ ルス 、 小反凌ウイ ルス 、 水 胞 相 品災 ウ イ
ルス 、 西部ウマ 脳 災 ウイル ス 、 いい 1 講店 細 涯ぐいさいチク シグニヤ ウ
イル ス 、 テッ シェ ン 病ウイルス 、 デング熱ウイルス、政妊ウイルス、束部 |
ウマ脳炎ウイ ルス 、 トリ イン ジルエン ザウ イルス (日 5 叉は古 7 の 遇拓原
を有する も の に 限る 。)-、 衣 コレラウ イル ス 、 日 本肝炎ウイルス、ニュー -
カッ スル病 ウ イルス 、 ハンター ン ウイルス、 ブタ エンテロ ヴイ ルス 9 型、
フ ニ ン ウイ ルス、プルー タン グ ウ イ ルス、べ ネズエラ ウマ脳炎 ウイ ルス 、

- ホワイト ポッ クス ウイ ルス 、マチュボウイルス、マ ー ルプルグウ イ ルス 、
ヤギ適ヴイルス、半 洲 ウ イルス、ラ ッ サ 熱 ウイルヌ 、 リフ トバルーー湖 3
ルス 又はリン パ 球性脈絡 問 膜 炎ウ イルス ・

Il 演剛 (内 て yykS 油いや eeS ゃ履 へ 。)d や eo ママ
。 オウム 病 クラミ ジア、 -G 列リケ ッ チア 、 和用 、コレラ 商、短リヶ
ッチア、 志 買赤牙 、 炭 首 菌 、 チフス苗、 発疹 チ フスリテ ッ チア 、 向加 胃
で そらトニ ペ ス 1 っ 固 ・ ポボツリヌス菌 、 マ ルタ熱菌革に
又はロッ キーー 山紅葉 弥リケッ チア

三 吉水であって、 ウェ ル シ 。 導 、 護 名 プ ドウ革、 ココ フ トキシッ、
サキシト キシ ン 、 水 前菌奈、 テト ロ ド ト キシ ッ、 べロ宗、 ボツ リ ヌ ス
尊案 、 ミクロシスチン 又はリシン

本 9 しは に: 当 するものの可の二の う る韻 を
(ae)



[8 の 2 項 ]
[省令 」

(6 )

ザー

諸江 み 4 ひめ e8 寺 て へ言下和 囚 放 噴き WW 際 褒め 窟 再 き 首 附 必
中]e 攻広お 0 さや 。 か 凌 出才 ( 導 | 品メ下就 | 束 履 必 ee

の を 除く 。)
2 和出表 索 1 の 8 の ら の 項 (2) の内人 で 示め る 仕 誤 のもの は、
次のいずれかに該当するも の と する。

| 物理 的閉じ 込めに 用 いちれ る 閉 居 であっ て 、 次のいずれか に 該当する やむ

の 。

イィ 物理 的 封じ 込め のレベ ルが P 8 又は P 4 で ある施設用の導 思
て クラスー基全 キャビ ネホット の有する物理人時 し 込めの楓 と 還和の
手 能を有するアイソレー タ ・

| 密閉 式 の 発酵西であっ て - 内 の イ から ハまでのすべて に該当する もの 、
イ 容量が 800 リッ ト ル 以上の もの

一 覧以上のメカニカ ル シール で軸 封 を し て いる やの

> 容 山 で ・・ジし : 選 て お 坊姜 み 滞 難 S 避 服 や *er と が で きる も の
介護 であって 、で人 の すべ で 当 す る も :

の

上 が NEO き IO0 ッ ト ルを 門 ん 8 も の
ロロ 研府し たステ ン レス 島又はチタ ンで構成 され た も の

- ハ 二重 以 上 のメカ ニカ ルシー ル で較 圭 を している もの -
: 旭 間てっ人 | り 内 部 の滅菌 を すること がで き -

ae EDENO

四 クロスフローーろ過用の 装置であっ て 、 次のイ 及 び ロだ狼当する やの
イィ 有効 ろ過 面 穂 の合計 が 5 平方 メー トル 以上 のもの

ロ 定 革し た 状態で内 部 の江を することが できるもの

泊結乾多 蓋であっ て 、次 のイ 及 びに 該当する もの
イ 24 時間 に つ き 50 キ ログラム超 1. 000* ロ グラ ム末泊の永を 作る 能力を
有するもの

ロロ 落 気により 内 部 の 滅菌をする こ - と ができる も の
で 前 き 六 てダ き 周理すはつれ 所 So ざ めか選 韻 き SS8 漠 則み Wu: 江
気用の 装置を有する衣服で あるもの の うち 、 そ の 内 部 を 腸 圧維 持する こ

とができるもの

モ 和子所 り上和紀で あっ て、 人の所 が カメ ー
トル以上のもの - - ーー

原料とし て用 いる こ とが できる彼生物、 27FYE ィ 31

含まれる槍物性巻素タンパク質をいう <



| 病原住についての首位を 指定する 本の
く 解駅 > 上

絢 きせる も |

| 前 全に 該当 9 ド 計するやのの芝生だする補いうー
するものを

| 商 生 きせ る
- | 技 酸 の塩基 !

作物人の 2 にするるドー
うに四人 操作 を行うとと に よって得ちれた疫生 物 を いう 。

にとができる Se うー

ラララー上 Ws

7 テクターテス
ッ ト X は人方の も の

24 時間に |
| S りる 能 カ をいう 。

1 おいて用 いること がで きる防 放 のための 美 |
迄め施設 に はた人 .:..
おいて用 い |
られ る防護
のた め の装 !

|

(7).
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く 解有 > のいずれかに 該当 する 方 区 ! .

の やもゆめ を 含む。 、 ...
。 | > エア ライ ンカ 式

1 . | ロ 自給方天

っ

- 例 地 城 - 少額 特例なし 。 | 本省: 時と
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[3 の 2 項 ]

頃 番

| 拉規 罰 し : 、 遇

3 の 2 (1 ) 軍用の細菌 製剤の原料 として 用いち れる微生物、奏 素基 し くはそのサブ
「 給 出 令 」 ユニ ッ ト 又は 條 伝子であつて 、 通商 産業省令で 定める も の

] 省令」

(90)

(2) 次 に 掲びる 貨物で あつて 、 軍用 の細黄仙 剤の開発又は製造に 用いち れる
装置であるも のの うち通商 産業 省令で定め る 仕様のもの
1 和香じ 込め に 用 いら れる 人
2 欧了

8 巾わや 贅人
_」 4 クロ ス フロー ろ骨用の閉講 ・:

5 玉絡乾迷毅 Ed
8 物理的寺 じ 込め施設 にお いて 用 いち れる防譜 のため の装
2 和子状物質の 奴 入 の試験用の 還 ー

は 1 の 9 の る の下 (1) の人人和で守めるのは 、 の lb チ ]
のに隊 当 する も の と する 。 ・

ウイ ルス (ワタ チンを除く 。 ) で あって 、 アフリカ度 コ レラウイ ルス 、
エボラウ イルス 、 黄類ウイル ス、 オー エスキー病 ウイル ス、 和義ウイルス 、 |
壮大 清ウイ ルス、クリ ミ アーー コ ンご出血熱ウイルス、口謗ウイルス 、. サ 。 填
測っ沖直笛 池 < ミミそい ・人ウオ ルス 、 青み

・ ウイ ルス 、 ダニ旨介性脳炎ウイ ルス : チクシグニギウ イルス 、
ライ ルス 、 テグ導ウイ ルスウイ ルス、 kW ウス、 |
トリ イツワルエン ザウイル ス (H5 又 は HH7 の 呈 抗原 を有する も のだ 眼 |
る 。 ) 、央 コレラウ イル ス 、. 日 本 勝 炎 ウイルス、ニ ューカッスル病ウイル ]

- ス 、 ハッター ン ウイル ス 、 プタ エンチテロ ウイルス 9 型 、フニン ウイ ルス 、
プルー タングウイルス、 ペネズエラウマ脳炎ウイ ルス 、 ホワ イト ポッ クス

ウイ ルス、マチュ ポ ウ イ ルス 、 マールプブルグウイ ルス 、 ヤギ 疲 ウイルス 、
” 羊 六 ウイルス 、 ラッ サ詩 ウイル ス 、 リフ トバレー熱ウイ ルス 又はリンパバ球
ロト それきい ー ーー

ニニ 租菌 (ワウ クチン を除く 。 ) で あって、 ウシ流産 前 、オ ウム 病ク ラミ ジア 、
@ 攻 り ケッ チア 、 年度 療、コ レラ 背、 表赤名 リ ケッ チア 、 志用、

- 太直 協、ナ フス 商、 発具 チフス リ ケ ッ チテア 、 上 プ タ流 産菌 、ペ スト
島 ポツリ ヌス 陣 マルク前野前 X は ロッキー
款け ケッ チア ]

三 奏索 ( 免 次素 を 除く 。 ) であっ て 、 ア フラ トキ シン 、 ウェ ル ジ シュ凍
素 、黄色プドウ 球菌 考素 、コフトキシン、サ キシ トキシン 、 赤 痴 菌毒
テト ロ ド ト キシ ツ、 ベロ未、ボツリ メス末未 、ミ クロシス チンヌは リ シ
ン ・

四 前に該当 するも ののサブユニ ッ っ



「省令 」
| 第 2 条 の 2

で

・ 安
づつ

- ーー [3 の 2 項 ]
- 質 組疫は 菌類 であっ て 、 コク リオボールス ・ ミミヤ ベア ヌス 、 コレ トト リ |

ーー クム・ コ フ ェ アヌ ム ・ バラエティー・ ビピルラン ス 、 ザントモナス・ア ルビ ・
リサりネ アン ス 、 ザン トモナス ・ キャン ペスト リス ・パソ バー・ シト リ 、 セリ

キュ ラリ ア ・ オ リゼ。 ピリキュ ラリ ア ・ ダリ セア 、 プクシ ニア ・ グラミ
ーー ス、 . プ タ シニア・・ ス トリ イフ ォ ルミス又は ミ クロシク ルス ・ ウレイ・

> 第 一 号、第 二号 若しくは剖号 1 該当 するも の の核酸の 場基配列のうち 病
原 性 を 発現させる も の 若しくは第 三 号 若しくは 第 四 号 に該当する も の を産
生きせる枝有の地区列 を有する六 伝子 メは とれを有する役 生 物 (第 一
第 二 号又は 前号に 該当する も のを 除く 。 )

2 輸出令別表 第 1 の はの 2 の 項 (2) の之信でだめる仕の も のは、 ]
. 次 の いずれかに該当 するもの と する 。 ・ ,
| じきめに用いら れる半 でかって、 のいずみに計る 6

. の :

イ 物理的 封じ 込め の レベルが P 8 又は ゃ 4 である流用の 装置
に . ラ スー上突全 キャビネッ トの 有する多 玖 親 じ入 めの夫能と 同和の ニー

機能を 有する アイ ソル レー タ さ EE
- 軍 義 式 の 発桂構で あっ て 、 容量が 100 リ ッ トル以上 の も の .
紀明であって、 次のから = までの すべてに当するせ でSs

 は

の

イ が 1 時間につ き 100 リッ トルを想たあもの ・
ロ 区奄し た ステシレ ス 和又はチケンで 和世 きれ た も の.
に 二二以上 のメカ ニ > カルシールで軸 封を している もの -1 洛陽 ずつ 則じたで放気 により放すすると swes | .

いか eS
四 クロスフローーろ通用の朱屋 で あっ て 、 のイ及び IE 当するもの

、 イ 有効 ろ過面積の合計が 5 平方 メートル 以上のも の

ロ 定 革 し た状態で 内 部 の滅菌 をすすると とと ができる もの ・
績 結 閉名器であっ て 、 次のイ及び ロに該当する も の .

ィ 21 時間 に つき 50 キ ログラム則 000 キログラム示 落のを 作る人能
を有するもの

: て 持汐 す 湯処 き 薄 放や en とができる も の 」
六 物理 的 封じ込め施設に お いて 用いら れる 防護のた めの装置であっ て、 換

所用の 装置を有する衣 厩である ものの うち 、 その 内部を 陽 圧 に短 する と
- と が できるもの

コ SSC
トル以上の も の ー

| 原閑として 1 6 しでい あご と がで きる 了、 和は半す をいう
用 いち れる

微生物、聞 !
素 又 は 症伝 ーー _

(91)



_T3 の 2 項 ]

< 和 > |

| コントトリ
クム・ コフ

ェ ア ヌ A・:
イラ ティ |

"ビル ラ |

] ス ・・ アルビ

・ス ト 9 イ |

-(92)

3

トウ ゴマ (ヒマ) の種子 に 含まれる植

イネどま 式 粘病の 病原 菌 Coch iobolus mjyabeanus を いう 。 .

コー | Coffeenum Va
Virulams をいう 。 ・

9 しくにするもの の人する人
『 の二列をいう 。



オルが P.8 又ま
| は P4 であ |

力 , | のも のを 含む 。-

させ る 徹酸
の塩基配列 . 上 : ii
と れを 有す

」 開発駐は製 間 発 又は抽千 5邊 に 用いる こnn の放つ

| 邊 0 半 じ 1 "分 還的 半じ 込めに 用 いること ができる義置 をいう 。

込めのレベ | を含む。

バイオリ 9 アクター、 モスタ |
ーッ ト 又は 運 続 培養 方 式のもの |

f.000 キ
ログラム未 |
策の氷 を作 1
る 能力

| 物理的寺 人 iD じ込 の人 RE おいて折 い る こ と が できる
込め施設 に |.、 革 を いう 。
おおいて用い }

] られ る 防護 |
のため の義 |

| 次のいずれかに設 当 する 方式 |

人 ペン いしは 327E 馬 CRE
| 5Aorg seen2
| グラム趣 }

[38 のら項 ]

(93) ・



[3 の 2 項 1 ーー
| < 蟹 駅 > イエアラ イッン方式

呈し て投 千し、生体へ
の玖入の試 の 影響を 観察 するための装置をいう 。-

| 験用の装置 IEEE
事 項 | 規制 対象 地域 | 少額特初

(1 項 許可 )
全 地 城

事務 取 扱 区 . 分

な し | 安保護 : に地域・

. | 通 雇 局 : は地域

・(9%) "





安保隊介関 連人物技術リ スト

、 平成 16 年 8 月

入間部
、 安全安全人人訂



も「

軸

...

症 生物 兵器 [3 の 2 項 ]

i 法規 、 . ーー

3 の 2 ( 1) 軍用 の細菌 舞剤の原料 と し て 用 いら れる 生物 、 束 若しくは その サブ
「 難圧ゆ 」 ー ニッ ト 叉は遺伝子であつ て 、 経洲 産業 省令で 定めるや の

「 (2) . 學た 掲げ る貨物でであつて -、 軍用の細菌製剤の 開発 若 し ぐは 製造に 用 いら

れる装 司 双はその部品である も のの うち経和和信 で定め る 仕様のも

NL
で ・
遠心 分 離 機 1

ボークスフ ロー ち遂 用 の半還 又はその部人
凍結電燥器 ...--
し入り役におい て用い られ る訪りた めの
拉子状 物質 の 到 入の 試験用 の装置Q 

の
の

 
5 

oo
 

0 
[ 

の
 .

| 「 益人
-] 第 2 条 の 2 |

生き Seea (1) の人で 定るものはすず

-・ 羊 六 ウイル ス 、 クン サ拉 ウイイス リット ペ重み イルスズばリッ

-。 三 毒穴 (免疫 要素を 除く 。) で あっ て、 テフラ トキ シシ、 アプ リ ジ 、. ウェル

れかに該当する もの と する。 :
ーーウイルス . (アク チン を除く 。 ) であっ て 、 アフリカ 豚 コ レラウイ ルネ 、

= ライルス 黄替ウイ ルス 、 オーキスキー病 ウ イルズ 、 年 商ウイル ス 、
: 狂犬 痛 タイルス 、 クサリ ミ アー コンゴ出身熱ウイルス 、 日敬 療ウイ ルス 、 4
閉めイルメ、修友抽台疲 タイルズス 、 水胞性 口火ウイルズス、本部 ウマ有炎
ウイルス 、 や = 洗い介柏磨衝 ウイ ルネ、 チク ンダニ = ヤ ウ イ ルス、メ シェ ジー
. 病 ウイ ルネ 、 デン グ熱ウイルス 、 革職 マぶ xy・ 海難マ々胡 光 ぶ ミミ >・
トリインフル キンザウイルズ (5 は ロイ の 人を用 する も のに 詳

る 。)、 衣 コレ ラウ イルス 、日本脳炎ウイルス、 - ニューカッ スル病ウイル
世 ハンターシンウイルス、プブタエンテロ ウイルス 9 型 、 フニ ジウイル ス 、

. ブルー - タング ウイ ルス 、 ベネズエラ ウマ脳炎ウイ ルス 、 ホワ イトポッ クス
- ウイルス 、 マ チュ ポ ウ イ ルス 、 マールプブルグ ウイルス 、 ヤギ次ウイルス 、.

、全座和誠 炎 ウ イルズ ・

上 組 菌 .( ウクチ ン を除く 。) であって 、 ウジシ流産オウム疾クラ ミ ジ ア 、
Q 熱 リ ケッ チア 、 生訪疫 菌、 ョ レラ 菌 、 基リ ケッ チア 、 法 賀赤痢 菌 、
流山 剛 チフス 菌 、 発疹 チ フ スリ ケッ チア 、 旬間 プ タ 硫 産菌 、ベ スト

- 菌 。 ポツリ ヌス、 イルクタ 熱 、 時病人だ山紅大
熱 リ ケッ チア ,

シュ黄 毒素 、H〒-2 トキ シン、 黄色ブドウ 球菌 毒素 ュノ トキ シン、 uu で
、 ラ奏素、赤閣 菌 末素 、デ アセ トキシス シル ペ ノ ー ル毒素、エ ー- 2 トキ シン 、
テト ロ ド ト キシ ン 、 ビ スカ ム ア ル バム レク チン 、 べ ロ 奏素 、ボツリ ヌス 毒

303)



「[3 の 2 項 ] 生物 胡 | ,: : き )
省令」 1
第 2 条 の 2

_(104)

ーー 物理的調和めに 用 いられる装置芯 あ っ て 、 の いす iM するもの 中

は ・

- 素 、ポルケンシン、ミ クロ シスチン 又はモデ シン
四 前 号駐は 前 条 第 1 項 第 二号イ 著 しくは ら に訪当 するも の の サブユデビット

-. 宝 細菌又は 菌頼 で も っでて、コ クリサオ ボールス ・ ミ ヤ ベ アヌ ス 、 コ レト トリ》 ・
"ダム ・ コ フェ デアヌ ム ・ ババラエティー・ ビピル ランス 、 ザ ント モナス ・ アルビ
リネ アンシス 、 ザ ント モナ ス ・ キ ャ ン ペ スト リス ・ パ ツバー・ シ トリ、ピリサ

キュラリ ア ・ オリゼ、ビピリ キュ ラリ ア ・ ダ リセア、プクシ ニア ・ グラミニ
ス、プタク シニア・スト リ イ フ ォル ミ ス 双 はミク ロジシク ルス・ウ レイ

六 第一号、 第 一 号 着 しくは前 号 に 該当 する も の の核酸 の 塩基 配列 のうち病 .
原性 を 発現き せる も の又は第 三 号 若しく は 前 休 第 1 項第二 号 イ 若 じ く は ロ
きじ く は 寺に放す る も の を 訂をまする本 204 あする

( 縮 名体、 ゲノム , プラ スミド、 トランス ポヅン及び ベペク ターを 含む 。) 「
モの FM 第 二 号 着 しく 人は第 五 号に該当する も のの編 酸 の 塩基 配列の ううち

病原性を 発現させ る も の 又は第 三 生 若 しくは前殺第 1 項 第二号若しくは
」 jp 若じく は第四 号 に該当 # する も のを 産生 させ る 棒馬の才基本列を用 する よ ・

うに適 伝 子 を 改変した生物 (微生物 を含む 2eaW os の 2 の の WT をの 2 人 6 の 5
炊のいずれかに該該当 するも の と する 。

区 物理 的封じ込めの レベ ルが P:3 又は P 4 である 施設用 の装置 :- クラ スーキャキットのするめのの人の
- 提了を有す るアメ ッ レーケ

と 密閉 式 の発酵樺であっ て、 人長 が 20 リッ ト ル 以 上 の も の
= の和む鐘で あっ て 。 次の イ か ら = までのすべてに談 当するも |

本 、 oO

イ 流量が 1 叶間に つき 100 リ ッ トル を超え る もの
p 研磨し たステ ジレ ス鋼又はチタ ン で 構成 された も の .
ハへ メカニカ ルシールで載 土 をし ている も の : ] ーー

ニ 定置し , か つ、 時 じた所 能 で革気 により 内 部の江間 をする こ と ができ
る も の - -

四 クロス フ ロ ー ろ刀用 の装置であっ て 。 湊のイ及び g に 8 該当する もの (た
だし、逆浸透障 を 用 いた も の を除く 。) ーー

イィ. 有効 ろ過面積の 合計が 1 平 坊メー トル以 上 の もの
ロ 定置した状態で内部 の 滅菌 又は殺菌をする ことがで きる ゃもの

- 四 の二 前 号 に掲げ る も のに 使用するよう に設計 した部分 卓 で あって 、 有 .
効ろ過 面積か 0.2 平方メートル 以上の も の 。、

一 結乾燥器であって 、次のイ 及 びロに該当 するも の

ー イ 24 叶間 に つき 10 キ p グラム以上 1.000 キログ ラム 末 商 の水 を 作る 角
カ を有する も の

コロ 燕気によ り内部の減 苗をする ご [と がで きる もの
なめ RI に おいて用 いら れる 防護 のた めの式であっ て 、 3



生物上兵 器 [3 の 2 項 ]

| 「夫令」 | アライ区の 和用の装置を 有する 金作者を し く なは半身 の衣服又は フー
| 第 2 条 の 2 | . - ドである も のの うち、 その内 部 を 陽 圧た維持する こと が できるもの

1 セ 粒子状 物 質 の 吸入 の試験 用 の庶置であっ て 、 表 入 室 の容積が 1 立方メー

1
|

|
!

| のンー

3 の 2 原料 と Cc 。 原料 と して 用 いる こ と ができる 束 又は信人 を いう 。
-( 解 秘 ) | 用 いら れる - -

| 生物 、 寺素
云は和子

ワク チン 1 のワタチンをきも
コク リオ ボ :
ールス ・ ミ

ョ レト トリ ... コーヒー有幅 そ 導くの . 病 原 噴 . (elletotrichom cOffeanum Var.
- タム ・ コ フ : yirulans を いう。 ーー

ザン トモナ } トウ キビピ邊すじ省の池間 Gehowone dbiimanst い

を いラジ ト モナ 3 圭短かいよ う区折軍 Naniewene Campes Tie BV-

ペラ ゴムノ oO ulei をいう 。



[3 の 2 項 ] 生物兵

(解釈

GO

第 三 号若し : 三ま 生生和 う 胡第項 第ごサイ 苦し く なはら 又は第

-[ 基配 列

| れる

| 負め たに用い

物理的封じ
| 込めのレベ | を含む。

S8 益 熱 守崎 :

ルスえーウレ :

病原挫を 発 : 誠につい ての守る証する所 20 をと いう 。
現させる も

く は前 条 第 : に該当 するも のの遺伝 情報を 指定する 核酸 の 塩基 配列をいう 。
1 項 第 二 号 : 、 、 : ・ . .

イ 若しく は |
ロ 若しく は !
第 相 号に 革
当 す る もの

を 産生 きせ.
る科酸 の才

開発叉は製に用い る と がで RO
造に用いら

られる装置 ・
タラスー中安全キャビネッ ト 本

ルが P 8 又
は P 4 であ :
る施設用の

| クラ スー本 雪式ケイツーケー ドライ ... .・. |
実 全 キャビ ! ボッ クス 、 嫌気性チャンパ :
ネッ ト の有有 | 、 ゲ ロー ブボックス朋び ラド
する物理的 | ミナ気流 式フー ド を 含む。
封じ 込めの 本

能 と 同等 .: 、

する ティイッ

発酵 区 | パイ ギリアクター、ケモスクーーーのーーー
... ッ ト 又 は連続 培 義 方臣 のもの

を含む。

部交機 | デカンターを含む。



人

文科
| 曽をする こ

| とがで きる ! .
もの |

24 半章に
つき 10 キロ i
グラム以上 :

| テロ mw

Feey
ーー ちれる防護

| の た めの装

の明 入の吉
| 験用の式置

時

生物 兵器 [3 の 2 項 ].

中分共の 流入 ロでの : ー
供給 液を 左 面 に論 っ て 流し、迄大が供給族を直 5 角方向に 流れる20pee う 。 市
物理 的 手法 (例え ば、 om ao
り 当該装置から 全ての 生き ている微生物を除去 あるいは当該装中 の潜在的な微生物の 伝染能力 を 破 姜するご eau の を い |

当該装置 中 の微生物 の 基を 低 吉す る た めの洗浄 學 理の み がで

は人生 まな い 。 ]

用 いこ 2 が できる防和のた めの家

\ ドー 候 のものをいう
実験動物 等に試験する物質 を主 に呼中動を 通し て疫生 し、店
の影を導寄る ための装置 をいう 。

AS いきまき | 。 ws 和和

(1 項許可 ) 、

全 地 域

ーー | 本 者 ーー
な し | 安了審 査課 : に地域

経済局 : はの 1 地域

(お



[資料 4



平成 65 年 1 1 月



|

[ 3 の 2 項 貨物 ] 生物 兵器 .

汗 。夫出人列表第 1 の 8 の 2 の項 (ご ちなで人な :
] 利休の 2. れかに寺当 する も の と する 。 . -

ウイルス (ワク チンを除く 。) であっで、 テフリカ 有義 ウイルス、 メッ
放腔 コレ ラ タイルス、 アレデテ シ・ ポテト ・ラテント ・ ウイルス、 テンジ
デスウイ ルス、 エボラウイル ネ 、省苦 SNy・ オー エスキー病ウイルス 、 「
オムスク出血熱ウ イルス 、 オロビポーチウイルス、ガナリ トウイルス 、 キャサー |
ヌール奈放 靖クイ ルス 、 邊 疲 ウイルス、症 犬 靖ウ イル ス、クリ ミ ア ー ュン ト

ご出血熱ウイルス 、区訟ウイルス 、- サビア ウイルス、 サ ル間 ウ イル スネ、 | ...「.
小 反交区義 ウイルス 、 シン ノ ンプ レウ イル メ 、 水用條日克 タイルス 、 丁部 | |

| ウマ膳火ウイルス、セントルイ ス騰炎 ウ イル ス 、 ツ ウルウイ ルス 、 ダ = 媒 | 【
トー 上 ーー | . 條 竹 膳ウ イルス 、 チ クン グ ニ ヤ ウイルス 、 チ ャ ベレ ウイルス 、味曜 靖 ウ

. いや デ ッ シェ ン病 ウイル ス 、 デュ クロ ウイ ルス 、 . デング熱ウ イルス 、
閥着 ウ イル ス 、 東部ウマ 脳炎 ウイルス 、 ドプ ラバ ーベル グ レ ドウイルス 、
トトサイン フ ルエ ン ザ ウイルス (H 6 又は H7 の吾 抗 原を有する も の に限 .

- る 。)、. 懇 コレラ ウイルス 、 ニ パウイル ス 、 日 本 膳 炎 ウイルス、ニ ューカッ -
スル靖ウイルス 、ハジンター ンタウイ ルス、 プタ エ レンテロウイルス 9 殊、 フ ニ
シンウイルス、 プルータングウイルス、 べベネズエラウマ脳炎ウイ ルス 、 ヘ ジ

・ ドラ ウイルス 、 ポテ ト ・ スピンドル ・ チュ ペー・ ウ ィ ロ イド 、 ポジワッ サン
- ウイルス、マ チュ ボウイル ス 、 . マ ー ルブルグウイルス、マ レー渓谷脳炎 ウ ニー

イルス、ヤギ瘍 ウイルス 、羊瘍ウイルス 、 ラ グ ナ ネ グラ ウイルス 、 ラ ッ サ |
、熱ウイルス 、 ラン ピー スキン 病 ウイルス 、 サフ トバビー熱ウイルス、リン

j 所維半 火 ウイルス 、 ルョ ウイ ルス双はロシオ ウイ ルス -



「省令」

| 第 2 休 の 2

ーシンス 、 ザントモナタ・ - オ リゼ ・ ペ ッ パ ペー・ オリゼ 、シ ン キト リ必 ム ー テンー

に 3

SU 生物兵 朋 [ 3 の 2 項 各 物

| 細菌 ( ウクチ ン を除く 。) であっ て 、 . アル ゲンチネン ス菌、 ウシ流産 六 、
オウム病グクラミジア、ガ ス振癒菌、 Q 熱 リ ケッチア 、 生肺疫菌 (ホコ ロニ
ー型 ) 、コレラ 葛 、 志因赤列 菌、炭交菌 、チフス商 、 腸和出 血性 大 用 、(Nh
清型 O026、Q45、O103、: Oi04、O111。O121、 O145 及 び O157) 、 発疹 チ
フス リ ケ ッ チア 、 バラ チ商 、 鼻六 菌 、 プ タ 流 産 菌 、 プチ リカ ム 遇 、 ズベスト
万っ 記入 人 な マルタダタ熟 菌 、 山羊人 性 内 記炎 了 38 株 野 更病 菌
又は類不 江 」

寺 素 ( 免導大夫 を除く 。) で あっ て 、. ア フラ トキシン、 プアプ リン、 ウェル
シュ次 毒素 、HT- 2 トキ シン 、 資 色ブドウ承 菌 奏 素 ( 場和姜素、 ア シルファ
款及 び寺性 ショッ ク 証人素 )、 コノト キシ シ 、 ュ レ ラ千奉 、 赤痢痢
雪素、 デテアセ トキ シスシルペノ ール胡素、 エー-2 トキシン、デトロドトキシー
ン、 ゼスカムアルバムレクチン、べ せ表素及び志所毒素様 リポゾー ム不 活 。 ]
化蛋 自 質 、. ボッサスス林素 、ボ ルケ ンシン。ミ クロ シスチン は モデシシ

- 四 前号に臣当 するも の の サプュニット -
" 生 細芳又は 黄類 であっ て 、 アラビバパク ター・ミ シガネ ンシ ネ硬 竹セペ ドニ

: カス 、 コクシジォ オイデス ・ イミ チス 、 コ クシジオイ デス ァ . ポサダシ 、 コク 1
サオボールス ・ミ ヤ ペアヌス 、 コレトト リクぬふ ・ カ ーハワイ、 ザシ ント モナ デ

ー ス ・・アクツノボポディス ・ パシ ペーーシトす 、 ザントモナス・ - ア ルだけり ネ アオー

、
. 
三

」 : ド ビオチクふ、 スクシロフト ジラ ェ ライ シア エ ・ - パラエティー・・ ゼアエ 、 市
NNN WSNN YY NNNYiN: yui メ識 :|
アミニス ・ バパラエティ ー・ ダラ ミ テス、 プクシニア > スト リ イ フォ ル ミ |

. ス 、 べロ ノス クレロスポ ジーフィリゼネン シメ 、 マグすナポルデュオリ や、
ミク ロシク ルズ ウレイズはラル ネオ ニア・ アナをテルム * しーる 3 胡
次重条 2 . - ] ーー

> 第 一昌 、 第ご 時 し く 入前に談 当 する も の の技生の拓本列 の う ち導
原 性を 発現させる も の 又は第三 号 着 し く は 第 四友に玉 当する も の を章 生さ |
せる遷了 の拘基昭 列 を有する間 伝 子 (第 名 体 、 ゲノム、 プラ スミド、 トラ ン
スポゾン及び ペク ター を含む 。) ・ ]

七 第一 、第一且 苦しく は第 素 拓に 該当する ものの技 酸の 場基配列のうち
病原 性 を 発現させるもの 又は第 三 居 若しくは第 四 号 に 該当する も の を産生
させ る入の江別を放す る ように 人人を攻変した生人 め ( 生和を人
む 。) 」

2 和合和 + の 3 の 2 の 項 2) の抹和 で 定る伴のもの ー
次のいずれかに 該当 する も の と する 。・ ーー

ij 上込めに 用 いいち れる表名で あめらて、 次のいずれかに久間 する も の
イ 物理的 封じ 込め の レベ ルが P 3 又は P 4 である施説 用 の装置 ”。
て クラ スー本全 キャ ピ ネ ッ ト の有する物末 9 和じ込め の村上 と同等の

機能 を 有する アイツレータ 、
ニ 誠 の半陸 丁 であっ で 、 和 が 00 リッ トル 上の も の

(に



「【 8 の 2 項胡物 ] 生物兵器
『 独 令」
第 2 条の 2

q20

. が・いつな Cirry PTPT 抽時
- アライン式 の換気用 の装置を有する條身の 若 し く は半身 の衣服又は プー -

セ 牧損吸入 の 誰用の交信であっ て 、 入 放の寅が + 立 カメー

三 連続式の遠心人李 であって 、 のイ か ら = まで の すべ て ド談当す るも
. の :

が 1 半間 につき 100 リ シトルを 想えあ もの
ロ 研磨し たステン レ ス鋼 又はチタ ン で構成きれ た も の ・

ハハ メカニーカ ルシール で軸封 をし ている もの ]
. 王 定暑し、 かつ、 閉 じた状態で気により 内 者 の諸をする こ と がで き
るもの

四 クロス フロ ータ肖用の員 民 であっ て、 次 の イ 及びョ に該 goes
演陽湯治つう涯ぜで Sw 履 へ)
イ 有効ろ過 面積の合計が 1 平カメー - トル以 上 の もの
セ 次の (ご ) 又は (ご ). に該当 するも の .. ーー ュー -
.(-) 定 填 した状態で 内部の 汰 前 又は殺交をする こ とができる も の 。

(ご ) 使い 捨ての 都 分卓を使用 する もの
四の二 - Ueno

>

陸和 iP と が可能 なも の
人 . 定屋した状態で 内 部 の 法曽 駐は条 郊 を すること がで きるも の

・ド で あるもの の うち 、 その内 部 を 瞬圧に総持 するこ とができる も の ・

トル 以上の も の- 人人 基く幸せこれら の部 2 ae sera
当するもの

イ 航空機、飛行毅、 先は押人和袖に 失蔽するよう時し た中
、 吉文は煙角 機であっ て 、 初期粒径 が 体積 メディ アン径 で 50 ミダグ ロン未満
の和潜を流体ほから 2 サッ トル全直の富久 布できる も の

. に 衣空 機、飛行 っ 気球又は無 入航空 機に 搭載するよう に設計 し た エア
] ーールル半生半 年のスア レープー ム駐 ほ ノズル であ ヶて、初期締径が体積 ]

メディ ア ン和で 50 ミ クロ ン 未 貫 の飛 漆 を流体紅義 緒 か ら 2 リッ トル毎
分趣 の 割合で 散布で きるもの

スハ 初芝衝が 体積 メデ ィ アン径で 50 ミ クン未本の鐘 を液体



] 原 間 と し て

] 用いち れる
生物、弄素 『

のサブュ ユニ!
ッ ト 又 は 遺

it ||
山羊集企 |
胸膜肺炎 菌
F38 株

ウェルシュト
万 1

原 圭 として 用いるこ と がで きる生物 、 毒素若しくはそのサブプュニニ・
ーッ ト 又は候 伝子 を いう 。

] 着 しくは を !

1 電により 免の検を全介 するた めのも のであっ て 、 計は
1 使用者が所在する 国の規制当局の薬剤 規格 を もっ て 認可 を受けて |

いる医薬唱で、 販売メは床論の衝の琶開を 受け ている もの

Andesp Potafo 11etent アン

Qoo yirns をい

をいう 。 ]

険及び上 管理のた生涯きれ 、かっ 、 移送され
た も のは含まない 。

へ な
イ 医師による 権限の下で

. 、 就 験及び 人 に対する 投
ちのために設計 された 抽 .

- 生物兵器 [ 3 の 2 項 頁 物 ]
か ら る サッ トル 和引ので和 で きる人に得するよう に 計 し .|
たエアゾール先生前

(は に)



|
[ 3 の 2 項 貨 物 ] 生物 兵器 .

| 幼玲 上 .... 。 草 | >
1 、 | て 発送するためを事前に "|

包装された臣 床用の楽 剤

又は誠薬
| > 政府 の販売の族可を受

| けた区床用の 薬剤又は 試
ー 業

Werotoxin and 和央中 ribosopie 1nactivating nrotens を ] - |
Mkd ...

の志押毒素 | いう。 ーー ーー 癌
の ー| ーー . : | ニニ

彰二 測 |

ポッサメ ヌメ ... 氷 9 するも のを 人 っ
ーー |

| | 、 硬人よる権限ので | , -
リーリー ーー ] 還っと注め内 |
3 ーー : ちの ために吉計きれ が

ーー ドー ドー 送する ために 叶
き 正和を の者
1 理夫 湯 :: ・
# の上の新宮を

けた店床 用 SA
陣 隊の ii ご| クラ ビバパク 1 - ジーガイ ェ 「 訂病 の 病 猪 黄 Ceyipmeter ーーーー 5 1 |
ター・ ミシ 天 subsp。 Sepodonicus を い 2 う 。 2 ] . ーー 」 ー |

コレ トト サ 1 コー ヒヒー 上 六病 の 病原導 Co11etotriehum kahawae を いう 。



” 生物 兵器 [3 の 2 項貨物 ]

(解釈 |^ ィ ーー .. : ar ーー

ス ・- ア タッ う 。
ノボ ディス!

・ パソパペー :

S&S je 吉江 8 geti indie をいうう 。

ご

「 なの人さび閣 の 病原 曽 Puccinia xtriiformis をいうう 。

ササ ト キビべ と 浴の誠 Porowoscierosmors Jphidippinensis を

os)



。 24)

(解釈 )

配列

を
変し た生物

エー
H あ... いっ、
...

| 人

ーーっシーはーーニーニー ニーニー ニーニーニーーーニーーーーーーーーーーーー バ ーー ニーーーーーー マ ーーーーーー ッ ーー マーニーー ペー ドー マイ ーー ンー ニー ピーペー ニー ニーマー ュー ニー ンー ニー ンー ニー ューーー・

ーーーーーーーーーーーーーーー ゴ ーーマーニー ニーーーーー

をいう 。

イ 村山 の押基配列又は 核貞の才基配列し した生産
」 物を退とで 人 、 末は村の人に蛋大か人まえるも

PP

ii
| 又は 他 の べ ロ栓導生折 ) の導

1 原 性 を 発 静させる 核酸の 指基配
1 列で あって 、 べロ奏 案 又はその
) サブ ユニ ッ ト の遺伝 子 情報 を拓

たない炎際の才基配列を除く 」
校松の 塩基配列が変 |< 配又は天然 の 組み換えによって、 自然に 生 で .
ない放 法 で上変された生物 (これ らが全部 又は 一部が 人 工 交 に生
成され た ものを 含む ) を

選管 出中 性 大 腸 前 ( 請 型 O157
: 又は 他のべら 毒素産生 株 ) の病

. 原 性 を 発現させ る 核酸の 塩基配



(解釈 )

| 物理的封じ 生理約 針 じ込 めに 用 いると ができる負計をいう 。

] ん お P.8 双 1 遇 ーー
は P4 であ 3 : :

1 機能と周等 |

| する アイ ンド -
| レータ 、

て
に

, 生物 兵器 [ 3 の 2 項 貨物 ]

、 |] 一当るせい 2 ロ 共 浪 X 訂 か S
- 一 * い pv「S 則束中式携や基

1 した ない: 本本の 独基配 列を 除く 。

若しくは散 |
布に用いら :

クラ スー SFY ビネント

ボッ ク ス 、 拉気性チャン パ 下
、 ダロープボックメ及びラ

| の指能を有 |

イカデアタータテ スタ
| ッ ト 双は連続塔開放 式のも の ...

] 尊絹。 | ーー ー 挫 の いずれか入当する も のを
_- ーー |

| イ (ぐさ いいに マセレニ
- キ ・ -, 用に設計 し た も の

| = 次 の 全てに豆 当 する 部 分 昭
1 のみ をるろ過必 の部 分 品とし て
! 用いた も の

(に の.



[ 3 の 2 項 貨物 ] 生物人問
(解釈

た お ) 、.

前に tl

(一 ) 供給液を 中 容糸の外側 に
流し、透過液が 中 密糸の内
側 に流れ る ろ通方法を用 い
た もの

(ご) 中空素について、供給液

の供給口がある 側 の 端 が 閉
や られ ている も の

(に ) 欠流の代交 が あ る 人
の 方向と 透過液 の 排出され

る 方向が 一直線 上 に あり か

| ・ つ折給六の 供給 日がある 側

一還限 り の使用。 ( 可思本体に取り付け 、- 3 ろ過 のために使用 した
准 、 当訪部 分品を取り 外すまでの使用をいう 。) で使い 捨て るも :還

本

きご
~!

5

3

エー

oki : | 8 当する も のを 除
第 2 条の 2 | . ーー すく 。、
| ーー キイの
号の二申の ーー 。 | し 、 肖過 流 が中 裕系の 内 側 に |
部 分晶 ... ーー - ! 流れ る ろ過 方 法 を 用いた も の .

キリ ーー ーー 1 ロ 中 補 糸について 、 供給 液 の
よ 僕給日 がある 側 の端が閉じ ち ・

.... : 】 和 れ ているもの .
ーー 1 へ 供給六の供給 中がある側の

に | 方 向 及び 透過入の 排出され る

方向が一直線上にありかつ供
給 補 の 供給口がある 側の 方 向

| - | 8 や言い末吉藻 き式 圧 ロ メ ー
ま キーーー ーービー |] 避 還導きおめ塞い語

| NSH 1

AAA

のであっ て 、 昌 本 作から 取 り 外 した状態で友和毅 を した |
人 聞度佑 用する こ とのできない もの (取り 外した徐、 そのまま |

及び外出 口又は 廃案口がある



・( 解 駅 )

|

-] ダラ ム 以 上 :

生物 兵器 [ 3 の 2 項 貨物 ]

- 側 の 方 向が一直線上 に な いろ
過和構造になかっでいるも の

124 時還 に | ー 水 を基準 物 質と レ 、 内部 の 圧力を 13 パ スカル係 持した状 能にお
つき 10 キ ロ | ける能力を いう 。 . .

ti000 キ

次 の水 を人 ...
、 riaiiiiiii ii し iiiiiii iiiiiriiij iliiiit1iiitriiiiiiiiivilttfiiivitiviiiiviviivtailitititivviivi』lviiiiliiiii

計 間 あお た りの 最大 の水分 糸 発基 を いうう 。
和信 噴 可 ノズルの交換を含む。

く は煙義 機 | . . EE ると が で きま:
又は これ ら 1 ーー ーー な いものは全ま ない 。

| 6 部分馬 1 トー ーッーーー
堂前 | ウジーーーデーな cm

エア ゾー ルー ノズル、 ロレ NNN トマ イザーは問 人層 の半角 であっ
発生装暑 | て、に区 するよう 計 交は 9 名した半 を いう

事 項 | 規制対象 地域 | ーー 少額 特例

| (1 項 許可 ) ーー ーー .
肉 容 ーー」 ーーな| 全 地域 ww

(GS



ーー



DE -BD2 ト 「
- 長 び

平成 7 年 10 月



ok 
M

L

、[.8 の 2 項 貨物 ] 生物 兵器

に ーーーー - ーー 項 ーー - ー 目

3 の 2 (』) 財 滞き汗攻直当所 塗 して用 いちれる 生物、 奏素 若しくは その サブニ
と 革 圧 」 ニッ ト 又 は遺伝子で あつ で、 経済 産業 省令で 定め るもの

| | (2) 次失 掲げる 貨物であつて 、 婁 用 の前提の開発、 製造者しく は 艇布に
ーー T トー 用 いられる装置又はその部分品 である も のの うち経済産 業流 で 定め る 仕| ーー 様のやの . - ーー

物理的 封じ込めに 用いち れる装置
発酵醒 双はその部分

達心 分訂機

クピ メスータ油用の半はその 指人
5 . 滞電器

5 の 2 柄本 ーー 「 。-@ . WONCAPRRE3 いて 5 な WS をの
? - 束子状物質の骸入の 試験 用 の装 尾 。
者し く は押訟 は es

pp
 

8 
て G

I

デス ウイルス 、 ポラウイルス、いさオーエス キー病 ウ イルスズ
オムスグ出貞熱ウイルズ 、 オロ ボポーチテウ イルス 、 ガナリ トウイルス 、. キャ サ 、
ヌール座林病 ウイ ルス、 生 疲タイルス 、クリ ミア ・、コシゴ肌身熱ウイ ルス 、 」
ロ 欄義 ウ イルスズ 、 サビアウイルス、 サル着ウ イル ス 、 反攻療ウイ ルス 、 .
シンノシ プレウイ ルス 、 水 胞 企 口 火 ウイ ルス 、 西 部ウマ膳炎ウイ ルス 、 セン和 ]
トルイス 膳 炎 ウイル ス、ソ ウルウイ ルス 、 ダ ニ底介憎炎カイルス (ロシア 春
夏 脳 炎ウクイ ルス に 限る 。)、 チ グン グーニア ウイ ルズ 、 チ ャ パレウイ ルス 、 中昌 1
漁ウイルス、テッ ジェ ン病ウ イル ス、テ デュ クロ ウイ ルス 、 デング熱ウイル
ス、六疾 ウイルス 、東部ウマ 脳炎 ウイルス、ド ブラ バーベル グレ ドウイル
ス 、 ト サイン フ ル エ ジンザウイ ルス (H 5 又住生 了 の理 挑原を有する も のに限

s ) 、 艇 コレラウ イルス、 ニ パウイルズ、・ 日 本 騰 火 ウイ ルス 、 ニューカッウルハンシタ ン ウ イルス 、 プタ エン テロ ウイ ルス 9 型 、フニンウ
イル ス 、 プルー タン グ ウ イ ルス 、 ベネズエラ ウマ胸 炎 ウイルス 、 ヘンド ラウ |

ーー イルス、ポ テト ・ ス ピン ドル ・ チ ュ バー・ ウ ィ ロ イ ド、ポ ワッ サン ウイ ル ・
ス、マ チュ ポウ イルス、マ ー ルプルグウイルス 、 マ レー渓谷膳 炎ウイルス 、

、 ヤギ 癒 ウイルス 、羊 着 ウ イルス 、 ラ グ ナ ネ グラ ウイ ルス、ラ ッ サ ウイ ルス 、 | ...、
ラン ピースキン病 ウイル ス、リ ッ サウイルス 属のウイ ルス (狂犬 病 ウイル ス | 『
を 含む 。) 、サ フト バレシー熱ウ イル ス 、 リンバ下位且災 ウイ ルス 、 ル
ヨウ イルス 又はロ シオウイルス . -

d20)



お 生物 兵器 [ 3 の 2 項区ぎ ]
二 細区 (ワク チンを除く。 ) であっ て 、 アルゲンチネンス苗 、 ウェルジュ黄 .
(イプ ショロン雪 産 生型 のものに 根る 。)、 ウ シ流産 菌 、 オウム病クラ ミ ジ
ア、 准のニム ( 小 コ ロニー政 )、 コ ケシエラ千パ バー ネッティイ、コ レラ商、
志像赤痢 黄、 譜間商、 、 チ フス 菌、 腸管 出血 條 大 腸 菌 ( 血 靖 型 O26、 O45、
O103、O194、 _O1n、 「O121、O145 肥 び O157) 、 発疹チ フ スリ ケッ チア 、
バラチ黄 、 ' 鼻六 菌 、 プ タ 流 産 菌 プチ リカ ム 曽 、ベ スト 商、ポツリ スス
葵 、マルタ熟 菌、 由半 伝 人性有腹 肺炎菌 ず 38 株、 野 各病又は 類 鼻六苗

三 培 素 ( 免尊 素 を 除く 。) で あって 、 アフラ + トキシン 、アプリシン、ウ ェル

ーシュ曽 栖素 (アル ファ、ペータ 1、 ペータ 2、 イ プシロン 又はイオタ の毒
、 素 に限る 。)、 提 T-2 トキ シン 黄色プ ド ウ球 曽 栓 素 (腸管 守 素 、ア ルフ ァ .
窒素及び姓素 性 ショッ ク 症候 群 奏 素 ) コノ トキ シン、ユ レラ 毒素 、 志費 毒
素 、ジアト キシスシルノー ル奏素、〒 エー 2 トキ ジン、テ トロ ド トキ シ 」

、 ジ、 ゼスカムアルバム レク チン 、 べロ 補素 及び志 損 奏 素様 リボゾー : ム不活
化 看 白 質、 ボツリ ヌ ス圭素 、 ポルケンジン、 ミクロ シスチン又は モデシン ・

、 四 : 凍号該当 する も の のサテ ニニ ェットトし しに に しに
癌 ・ : 細萬双は 黄 類で あっ て、 タラビバベクター・ ミ シガネ ンシス重狂 セ ペドニ |
カス、コクシジオイス・イ ミチス 、 "クシ ジオイデ ス ・ ポ ボサ
オォボールス ・ ミミヤベアヌス、 コレトト リク ・ カーム ワイ 、 ザントモす :> 和久 ・ - アクシノポディ ズ・ パッパー・ シトウ。 tr Nm ミッ
ューンス 。 ザントモナス ・オリだ ょ パッ ペー・オサギ 、 シンキトリウム ・ iv
ピオチク ム、ヌ クルロフトラ テイ シアエ ・ バパラエディ

カラキラ ・ ツラー、 チレチア ・ インディ カ、 プシニアェグ :
ラミ ニス・ バラ エディー・ グラミ ニス 、 プタ シニア ・ スト リ イ フキルミー
ス 、 ベロ ノ ス クレロ スポラー - フ ィ リ サビ ネンシネ 、 マグナポボルテ ・ オ リゼ、
ミク ロ シクル ス : ウレイズはラルストニテア・ ン ツラナセアルム ・ーース 3 胡 |

> 第一 第用 基し く は 前 に 当す る も の の撤胡の 計多 のうち生 月 |
原性 を 発現 きせる もの又は 第 三 号 若しく な第 四呈に 該当 する も のを産生 さき. 1
せる杭の手列を有する信人 (人 名 体 、ダノム、 プラスミ : ド 、 トラ シン

- スポゾン及 び ペ クターを含む 。) - ・ -
: 証 一 、第著しく は第に該当 する も のの後 の人列 の うち

病原 性 を 発現 させるも の 又は第三 与 着しく は 第四号に該当 する も の を産生
きせも 核本の 者基配列を 有する よううに 門伝子を改変 し た生物 (往生 物 を含

- 。) ]
2 名到 第 1 の 8 の 2 の項 (2) の纏舎信で 走 め る仁 筐 のも の は
次の いずれかに該当する . も の と する 。 .
ー 物理的 封じ 込めに 用いち れる 3 装置であっ て 、 次 のいれかに導当する もの .[.

イ 物理的 封じ込め のレベ ルが P 3 又は PF 4 で ある施負 用 の装置
ロロ タラヌー上突 全 キャ ビネ ッ ト の有する移 理的半 じ 込めの 幾能と 同和の

- 機能を有するアイソレータ .
ニ 発酵 構文はその部 分 品で あっ て 、 次 の いずれかに 該 着する もの

(と



「 省 令」
第 2 条の 2

122)

卓上 3 の 2 所 3 ] 生物 . 。 9

ーー ド緒 当 する和半 |

イ 人内て Et の先導はその人分唱で あっ て 、 KO いすに誠
当する も の ・ 、

・ (一 ) 容量が 20 リッ トル以 上の密閉式の発 本 酔であっ て 、 ー
内部 の小 菌 又は殺菌ができる も の .

.( 二 ) (ご) に流着 すら発 村に 用 いる よう に抽時 された時人器で め っ
て 、 定 冒した状態で 内部 の 浅黄 又は殺菌がで きる も の ・

( 三 ) (ご ) に該当する発酵本に 用いるよう に設計された制御装 軒 であっ
で、 人 村装早を制御するための 2 以上 の パラ メーターー を 同時に監
及び 制御をする こ と が できるも の . ・

ロ 人できり玩はその次で あって、が の いすかれに
- る もの

(ご ) 入が 0 リッ トル以上の隊 の半。
いるように設

、器 の収容装置

浸透 了を用いたも の を除く。 ) .
ー イ 有効 ろ通末 積の合計 が + 平方メー hy 以上の 5 の

ロ - 次の (le 又は (ご ) に表 当 するもの。
(-) ーー】 アデー だ さい" 人: と ができる もの
( 二 ) 使い捨ての 都 分品を 使用する も の .

81 半半ぁ e き生計 ぬ テ u 秦学 沖 導は wo 有効
- ろ過面積が 0.2 平方 メー トル以上の もの

一 凍結乾燥器であって、 次のイ 肥びに該当するもの
イィ 24 時 間 に つき 10 キ ログラム以上 000 キロ グラ ム示頃 の水 を作る 能

カカを有するも の -
ロ 蒸気により 内 部 の 減落をするこ と が できるもの -. -.

、 一 のご 量 泣 測 洛除き U(・※※8> や >%aS 誰お生来際 守 eS.
イ 水量が + 時間 あたり 0.4 キログラム 以上 400 キロ グラ ム 以 下の
もの

コロ 平 協和子径 10 マイ クロ メートル区下の 製品 を抽造 するこ と が可能なも
のメは大電提組硫小 の部分品 の変更で平均末子 径 10 マイ クロ メート

ee



駅) | 用いられる }

前 。 衝 物 兵器 [ 3 の ヶ 項 賀 物 ]
ーール以 下 の 製品を 製造する ご と が可能 な もの ーー
> 定 加 した状態で 内部の 減又 は菌をすること が できるもの

> 物理的封じ込め施設はに お いて 用いられる防護 のた めの量であって、 エー
アラ イン方式の換気 用の装置を有する全身 の 若しくは半身 の衣服 又 儲 フー .

.。 ・ ドド で ある も のの うち 、 その内部を 腸 圧に 維持 するこ と が できるもの
・ モ 粒子状 物質の 明 入 の試験用の装置であっ て、 時入室の寅 が 1 立 カ メー

トル 以上 の も の ・ ・・
八 者しく は反なこれら の人であっ て 、 次 の いずれか に該 ・
当するもの

- イ . 航空機生気琉 は押人衣空人 に失載る よう に 設計 し た中
問駐は 煙 角 了であっ て 、 初期粒宅が体積メディアン 径で 50 ミクロ ン未演

、 の飛潜を流体接載装置か ら 2 リ ッ ト ル毎分超 の 割合散布ですき るもの

ロ 航空機 、 飛 行船、 気球 又は無人 航空 隆 に 搭載するよう に設計し たエア -
ツール発和装置 のスプレー プーム 又 はノズルであっ て 、 初期径が体積 |
メディアシ径で 50 ミクロン未清久を 折半層かちろ リッ ト 、 部
信和でできるも の - 。千 .
. 初期末径 が 体積メディア ン径で 50 ミ グロン境の人

から 2 リッ 2 の RAW で P2 半た 2
たエアツー ル人 和枝 . :

ROD タマル
|] 出言 ・ 栓 江 】 まま PS

若しくは そ ー -
[の サブプュラビ ]
ッ ト X は吉

ワク チン | に誠用 の ワク ナンを信む。 人 又は 勤 和の放も 防 下 する た め 、 Pa
ー | 種により 免訟の 機能を 促進する た め の も の であらて 、 製造者駐は

| 使用者が 所 在する 国 の規制当局 の 薬剤規格 をもっ て認可を 受けて
還 うめ 床光和っ 次問 X 庫 注 東 坦 S 沢 芝 き如誕 を 受けている も の .

1 をいう。

・ ポテト ・ 」 ・ 」 -| ー ーー 3



間 : 補[ 3 の 2 項 貨物 ] 生物 兵器 ーー 用
(解釈

、1(124)

チュバー・

ブタエンテ」 殺陣 靖 ウ イル ス と も いう 。
ロウ イル ス |

9
ポテ ト * ス : Potato Spindle て uber vimoid をいう 。
ピン ドル・

リッサウ イ : 狂犬病ウイルス、 ラゴス コッェリ ウイルス 、 モコラ ウイ ルス、 ドッ
ルス局の ! ベン ヘイ ジウ イルス 、 ヨ ー ロ ッ パ コウ モリ サッサウイルス 1 、 ヨ ー

. ロッ パュ ウ モ リリ ッ サ ウイ ルス 2、 オースト ラリ アコウ モ リリ ッ チ
ウイルス をいう。

1 Lnjo virus をいう 。

ー コ イプシロン幸素を産出するウェ

] あり 、 食 品 の 試験及び 品質 管理 1
3 のた め に用いら れる ウェルシテ 、

ii ...... 葉株 は除く。 」
ここにて myeoides Subapec に mmo3des 芝 (smat wowy
を 本 ~

| shgehia dysenxeriae をいう e

F38) を いう 。. .

| コットキシトーーーーーーート ategaystess
1 く。

1 イ 医師による権限の下で
1 、. 名 験 及び和信に 対する 投

ーー 1 ちのために受計 された夫

すき 」 コー 活
ーー | ロロ 発送する ために 事前 に

. 包装された 了床 用 の 薬剤
和未 湯

1 ・ 。」 ハ 政府 の 販売の許可を 愛

1 ーー 1 けた貴 床 用 の系 剤 又は計

ジアセ ト H 別デ アセ トキ シスシルペノ ー ル 奏楽と も いう 。

- | ルシュ 菌の多 の みが規 制対象 で

Mycoptasim8. aprieolum mbspecies Capripnemonie Geteaim ]

シス ジルペ 画



「 本 - 生物兵踊【 3 の 2 項物
( 解 羽 ) ノール毒泰 | ーー

Verotoxin Snd shiga-like エ ibosome 1nactiVating roteins を
び志人毒素 ! ーー いう。 : 」
様リボ ゾー ー
ム不活化生 !.
特質

"ーーー マーーーーーーーーーーーポーーーーーーーーー こ ーーー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニャ ーーーー ニ ーー ュー ニー ニニ ニョ ュー ニーニニ ニーニー

ボツ リ メヌス !: ーー ーー の全て に財当 する も のを除
工 湯 : ・. ーーレー 人 。

: : イ ・ 医師に よる 権限の下で
| . 、 抽験及び 入 に 対する 投

) のだめ計まれた 1
和香

1 ロ 発送する た めに事前に
| 包 終された且床 用 の朱

- 又は投薬 ドー

| 衝 W の販売の 和本を ]
ーーーー トーー 2 ュー

Ceceidioides immitis をいう 2 ・

...』 Cocoidioides posedasii を い 2 う

イィネごま人人の病原 chiioboius Eo

iiilritiliitvitiiiyi,tiliiiiyiiiiiitilitriiitiitiitilitilitvsiriiiiiiiiayiiii iti iii ii ii ii ii桂 稀か いよ ぅの原 Ti goaopodie si:py. citr を いい 、
う 円 -

25)



[. 3 の っ 2 項人物 生物回

(126)

(解釈)

/ る に
 4

/ で [

ジャガイモがんしゅ病の病原 菌 - ymehytr3m gdobioticum をいう 。
まっ

 
>

・ Seleropbthorarayssiae .V8T。 2cae を いう 2 。



(解釈

も ae ーー

| 配列

| 物 を通じて、 人 、 6 の人に大 な 20 た 60 1| の 「

| ロ 板基配列を押入し、又 は 組み 込むこと により 、 生物又はも
7 人の生ける人 、 取物又は 柄物 の 人誠に和大 な 外宮を加

トー . え る堆カを 高める も りー| Fo ける
| 江本 . - -

| 穫 三和若 し | 第三性又は第相与 るて OH をする
「| く は第四 号 : 攻列をいう :
| 生層 過半か ... に
| ものを産生

| | 埋め氷理 ...
] の坦基配列 .

生物 兵器 [ 3 の 2 項 貸 物 ]

5 する 定めの人を 先有さ せるの
i 配列をいう。

トイ . 本の 拓本列は入酸の 寺本列 を宏文 は 和記 し た 本 産

] 息租 当るれて いるかる間ちないもの 、 は時しくはー

開発、 抽和 柚 楽、 製造でへ に on 人 ae 江間 いい
若しくは角

変した生物 人" きれ穫れら人は前人エ R0 に人

- - 剖が伯学的に 人合成され たも の をいう。 - -:。 し 和人大 ( 上 0157 ]
0 又は他のべら閑素 産生 株 ) の 病 ]

まま ーー ーー 原作を 欧夫 させる核陳 の増配 |
に | 烈 であって、べロ欄素又はその | :
1 ーー サブニュニットの直人子情報 を 持 .]| ・

1 た ない核 琶の 搬基配列 を 除く 。 |
の 0 は人の久換えビエン て 、 自然に 生じ

| 和央 (1gyキー ーー 1 3
1 。 。 「・ | 原作を 甘 現 き 立る 核酸 の 塩基
- ーー 1 烈 で あっ て 、 べ ロ 欄 案 又はその

オブトビ クトの人を

G27)



-【[ 3 の 2 項 供物 ] 生物 兵器
. 生 | 1

028) ;

| は P 4 であ
- 普 層 還 8

1 クラ スー 近 丈内 式アイツレータ、 ドライ
| 安全 キャビ !| ボッ クス 、 鐘気性 チャ ン パ |

」 培義 裕 器 発話に 組み 込まれる知生単価 を いう 。

来軒を いう。玖 針 じ 込め に 用 いる こ と が できる

物理的対じ と! クラ スーー突キャビネ ッ ト ...
込めのレベ を含む > し ーー ...
ルがお P8 駐 | . . .

ネットの有有 ーー、グロー プボックス及びラ
ずる 物理 的 ミナ気 流 式フー ドを 含む。、 |

肖 ジン 提 還生還
機能 と 同等 | 1

1 の機能 を有 : 』
] する sz イッ ト 1

キス タク 区人 RT精 | バイオリアクター、 ケ
名を いち 。

使い符て生ま ー 和 NH りり、計 6 な に人した
巻 容器 | 当該 地半容器 を 取り 外すまでの 使用 をいう 。) で 使い 捨て る も のでーー ウラて閑置 本体か ら 取 り 外した状態で 減菌 又は殺菌をした 後、再

... 度 使用すること の でき ないもの (取り 外した釈 、そのまま 廃 識 する
| ものを含む 。) をいう。

kg 和了 の 使い衝て区人和を、夫人は抽定する ものをい

まま um にブイ分漂 度 、かく はん条件、沙 存 |
| . :... 本、 . 通 気条件、 泡 潜 制御を ...

NNN | 人給波を農 面 に ぬって泌 し 、 人が人失を 負方 向 に涼 れる
ー ク通用 の : ろ過 方 法 を 用 いた も のを いう 。.ーー ニーーーー こ ーーーーーー こ ーーニーニー テー ッ ーーーーニーー ニーニテーートー ニー ニー ニー ネー ニー でーー ニー ニー ネー ニー ニーニー ニー ニャ ーー ニニーー ニュ ーー ニー ニー で ーー ンーニー

炊の いずれかに大当 す る も のを
除く。 :

mmm 
ーー

ーー
ー

ュー “の を 行うために



] . ( 解 紀

ci 物理 的
菌をする こ
とがで き 6

アァ
第 2 条の 2 :

エー
エー

第 2 項 第 四
号の二中の
部分品

いい

| 一 回展り の 使用 (生体 に 取り 仁 け、 ろ過 のために 使用 し た

9 生物拓和 [ 9 の る 項匠 ]
用に設計したもの 。

ロ 次 の 全てに 該当 する部分 品

のみを ろ仙用 の部 分 品とし て
用いた も の ・

(一) 供給 黄 を 中 空率の外側 に
- 流し 、 透過 溢 が 中 空糸の 内

側に流れる ろ過方 法を用 い

) お eS
| (】 難 唱 ※ す US イ ・ 漆 夫 荻 |
! の供給口がある 側 の 端 が閉

じ ち れている もの |
| で) 人の 0 がある人

の 方 向と 透過波 の剥 出さ れ 」

| - る 坊 向が直線上にありか が.」
| つ供 給 徹 の供給 口が ある仙

. の方向 と 供給彼の 排出口又 」

は廃華口がある側の 方向が |
ー直線上に ないろ骨

に ( 例 を は ば 、 近代) あるいは化移拓用 によ
| り 当該 半置から 全て の 生き ている微生物 を 除 夫ある いは当久装置 :

の半在 的な全 牧 の 伝邊力 を硫 短 する こ ょができるも の を い
フッー

間際條の信生生を作 |
す 滅するた めの 久浄処理のみが |
... で きる も のは 含まかい。

後、 当 該部分品を 取り外すまでの 使用をいう 。) で 使い 捨てるも
のであっ て 、 装置 本 体から 取り 外した状態 で 破 菌又は殺をした
後、再 度使用すること のできないも の (取り 外した衝 そのまま

次の 全てにきす る も のを
... く。

イプ 人入を 中空あ の外人に
し 、 透過 液 が 中空の内側に

流れる ろ過 方法 を 用いた も の
: u 中空系について、 供給液の
「. 供給唱が ある 側 の 端が 閉じ ち

れている もの |
| へ 僕絵基の供給 が ある 側 の

. (29

{



. [ 3 の 2 項 貨物 〕 生物 兵器

| (解釈 )

37 直面 に 1
つき 10 キョ |
グラム以上 1.
1.000 キ
ログラス未

2K223H ボーー

方向及 び 舌過彼 の 排出 される

記 山 が 一直線上上に あり かつ供

絵 科 の 供給口がある側の方 向
及び 排出 口 又は廃棄口がある

側 の 方向 が 一直線 上 にないろ
- 過精造に まっ て いる も の.

水 を基準物偶とし 、 内人の圧 カを 15 バスカルド保した状態にお
ける 能力をいう 。

ラー ド と一体 の ものを いう 。

くは導馬

の影省款 する た めの装 胃 をいう。
TSTSPITHSEHSDHI てお江 w エー

伝染竹のエアので
・生物剤を散布ずる ことが でき ・

] 又はこれら 5 ないものは 含まな い 。
1 @ 剖全品 レレレレレー レレ レー レー。 トレレレレーリー本

尊 年 | ドッ プラーーザーな各レーーのいすかで
1 定し たも のと する。

体積メディ | っ SE Bodium Diameter) をいう。間和 -
本 1. | テテ メー ルー 2 回 析 ドラム区 のアト マイ ザー は拓仙 人馬 で お っ 1

- . | 先生半置 | て 、 衣空機に 搭載する よう 設計 又は改造した装置をいう 。
事項 | 現 制 対象 地域 少 額 特 例 - :

。 | (1 項許可 ) ー ・

和合 本 :
.

(30) ・




